
国保だより

□保険医療課　医療保険年金係
　☎・お太助フォン  42-5619
問

必ず携帯「お薬手帳」
　お薬手帳は、複数の医療機関などを受診する際の服
薬のチェック（相互作用、重複投与、副作用）に重要で
す。病院や薬局ごとに別々の手帳を作らず一冊にまと
め、受診の際には必ず携帯しましょう。
　お薬手帳を常に携帯することで、災害時や救急時に
正確な服薬情報を医師に伝えることができます。適正
な治療のため、お薬手帳を利用してください。

□三次年金事務所　☎0824-62-3107問

産前産後の保険料免除

出産予定日、または出産日が属する月の
前月から4か月間
※多胎妊娠の場合は、出産予定日、または出
産日が属する月の3か月前から6か月間

保険医療課医療保険年金係、
または各支所窓口係　
※出産予定日の6か月前から申請できます。

国民年金第1号被保険者
※妊娠85日（4か月）以上の出産が対象です
（死産、流産、早産も含む）。

【 出産前 】 母子健康手帳など
【 出産後 】 被保険者と子が別世帯の
　　　　  場合は出生証明書など

免除期間

対象者

申請窓口

必要書類等

詳しくは 日本年金機構ホームページ

□保険医療課　医療保険年金係　☎・お太助フォン 42-5619問

7月に送付された後期高齢者医療被保険者証が届いた方は、同封の「後期高齢者医療制度のしおり」に【ジェネリック医薬品
希望シール】がありますので、ぜひ活用してください。

芸北広域きれいセンターへの

ごみ持込時の処理手数料
が変わります

燃えるごみ処理手数料（10kg当たり）

65円

90円

一般家庭

事業所

100円

125円

10/1から
現行 改定後

□社会環境課　環境生活係　☎・お太助フォン 42-1126問

歴史民俗博物館　
副館長

秋本 哲治
生誕500年、毛利隆元の出自

毛利元就入城500年記念

大江広元と安芸毛利氏 その6

　

隆
元
誕
生
の
謎

１
５
２
３
年
、毛
利
元
就
が
家
督
を
継

承
し
て
、吉
田
の
郡
山
城
に
入
城
し
ま
す

が
、同
年
正
室
福
原
氏
と
の
間
に
隆
元
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、残
念
な
が
ら

そ
の
誕
生
日
が
不
明
な
の
で
す
。

１
９
１
６
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
毛
利
家

の
記
録『
も
り
の
し
げ
り
』に
は
、隆
元
の

誕
生
日
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、郡
山
城
で

誕
生
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、当
時
の

記
録
に
生
誕
地
の
記
録
は
な
く
、誕
生
日

が
元
就
の
家
督
相
続(

８
月
10
日)

前
で
あ

れ
ば
、吉
田
で
は
な
く
多
治
比
で
生
ま
れ

た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、隆
元
は
生
誕
地

も
不
明
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
隆
元
は
幼
名
も
不
明
で
す
。父

元
就
も
叔
父
興お
き
も
と元
も
祖
父
弘
元
も
幼
名
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、当
主
で
あ
り
な
が

ら
隆
元
だ
け
は
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、隆
元
は
そ
の
出
自
か
ら

謎
が
多
い
と
言
え
ま
す
。

隆
元
の
家
督
相
続

１
５
４
６
年
、毛
利
元
就
は
家
督
を
譲

り
、24
歳
の
隆
元
が
毛
利
家
の
当
主
と
な

り
ま
す
。「
か
さ
」（
郡
山
山
頂
）に
移
り
隆

元
を
後
見
し
て
引
き
続
き
政
務
に
携
わ
っ

た
元
就
に
対
し
て
、隆
元
は
郡
山
城
内
の

「
本
城
」を
居
所
と
し
ま
す
。し
か
し
後
に

隆
元
は「
尾
崎
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
か
さ
」に
近
い「
尾
崎
丸
」に
移
住
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
１
５
４
９
年
、隆
元
は
大
内
義

隆
の
養
女(

大
内
氏
重
臣
、内
藤
興お
き
も
り盛
の

娘)

と
婚
姻
し
、彼
女
が
大
内
氏
と
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
ま
す
。１
５
５
３
年
に
は
、２

人
の
間
に
幸
鶴
丸(

輝
元)

が
誕
生
し
、後

に
こ
の
子
が
あ
の
信
長
や
家
康
に
も
対
抗

す
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

山
口
で
の
生
活
と
元
服

１
５
３
７
年
、15
歳
で
人
質
と
し
て
巨

大
勢
力
だ
っ
た
山
口
の
大
内
義
隆
の
元
へ

送
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
義
隆
か
ら「
隆
」を

与
え
ら
れ
、「
隆
元
」と
称
し
ま
す
。そ
れ
か

ら
約
４
年
間
、隆
元
は
文
化
都
市
だ
っ
た

山
口
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
文
化
に
触
れ
、

高
い
教
養
を
身
に
付
け
ま
す
。絵
画
や
馬

術
、儀
礼
な
ど
、人
質
と
は
い
え
武
芸
や

文
化
を
学
ぶ「
留
学
」だ
っ
た
と
も
言
え
ま

す
。特
に
絵
画
に
つ
い
て
は
、雪
舟
流
の
技

法
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
、自
筆
の
花
鳥
画

が
３
点
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
文
芸
に
帰
国
後
も
傾
倒
し
て

タ
カ
狩
り
も
し
な
い
隆
元
に
対
し
て
、父

元
就
は
快
く
思
っ
て
お
ら
ず
、「
戦
以
外
は

不
要
で
、軍
事
の
み
に
専
念
す
る
べ
き
」と

記
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、元
就
自
身

は
和
歌
な
ど
文
芸
へ
の
造
詣
も
深
く
、武

将
と
し
て
の
教
養
の
必
要
性
も
認
識
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

今
年
は
毛
利
元
就
の
郡
山
城
入
城
５
０
０
年
の
記
念
事
業
を
実
施
中
で
す
が
、実
は
長
男
隆
元
の
生
誕
５
０
０
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、現
在
で
も
元
就
の
存
在
に
隠
れ
が
ち
な
、不
運
の
名
将
、隆
元
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

隆元が暮らしたとされる郡山城尾崎丸

『御座備図』（歴史民俗博物館蔵）

毛利家当主の幼名
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